
























































































































































































































































































































































































































































































































10月30日 11月1日 11月5日 11月14日 11月15日 11月20日 11月26日 11月27日
事柄層 確認眼 ● ● ● ● ● ● ● ●
把握眼 ● ● ● ● ● ● ● ●
推測眼 ● ● ● ● ●
評価眼 ●
吟味眼 ● ● ●
読者層
日付
読みの層と読みの〈眼〉
筆者層
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た人々は，町外れにもうけてあるちゅう車場に車を止め，「チンチン電車」に
乗りかえます。　日本では，町を走る車がふえたので，「チンチン電車」は少
なくなったのです。「チンチン電車」は，たとえ走っているところは少なく
なっても，走っている町の人々は，とてもたよりにしています。豊橋にはおよ
そ八十年間も「チンチン電車」が走りつづけています。みなさんも色々な国，
町の「チンチン電車」にのってみて下さい。（写真③）
※ 写真①〜③の省略と下線は論者による。実際の説明文は，縦書き。
　綾子らしい工夫を凝らした説明文となっている。まず，「色々な工夫」という観
点を設定し，その観点から日本とフランスの路面電車を比較している。次に，「で
は」という言葉を使い，話の展開に注意した書き方もできている。さらに，「二つ
目は」「三つ目は」という教材文中の書き方を見習い，列挙したことがいくつある
のかも分かりやすく書けている。特に着目したいのは，路面電車と地域に住む人と
の関係を表す言葉として，教材文中に使われていた「したしまれている」という言
葉ではなく，「たよりにしている」という言葉を使って表現していることである。
教材文中の「せかいの国々で人とかんきょうにやさしいのりものとして見なおされ
て」（文番⑳）という叙述に関わる綾子の考えを象徴する表現であろう。
　綾子は，「筆者の述べ方」の良さは良さとして認め，その一方では自分なりの書
き方を考えることができた。下は，綾子の書き方の特徴をまとめたものである。
■教材文の書き方の工夫を生かしている書き方
　（１）あなたは…ありますか。
　（２）みなさんも…思っていますね。みなさんも…のってみて下さい。
　（３）二つ目　三つ目
■綾子独自の書き方の工夫をしている書き方
　（１）比較（対比）：日本（豊橋市）の路面電車とフランスの路面電車
　（２）比較（類似）：日本（広島市）の路面電車とフランスの路面電車
　綾子をはじめ，学級の８割近くの児童が，「バス通学との比較」「地元にも走って
いた路面電車の紹介」「他県の路面電車の紹介」など，それぞれ工夫を凝らして書
くことができた。注７）
５．〈筆者概念〉を活用して読むことの学習指導における課題
　学習者の読みの分析，考察を通して見えてきたことを述べる。説明文の読みの形
成過程には【事柄層】【筆者層】【読者層】の三つの読みの層があり，学習者の読み
が，この三つの層を往き来することを通して，自分なりの書き方を考えることがで
きた。三つの読みの層を往き来した結果，「表現すること」と乖離することなく，
学習を展開することができた。「表現すること」と乖離しなかったのは，学習者の
読みが三つの層を往き来することを把握することができたからである。学習者の読
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みの状況の把握のために，指標は有効であった。〈筆者概念〉の活用という観点か
らの考察を踏まえると，「筆者の述べ方」を考える学習指導は，次のようなことに
留意しておこなわれるべきであろう。
 ・「筆者の述べ方」を考える学習が，形式操作的な学習に陥らないように工夫する。
 ・学習者の実態や教材の特性を生かして〈筆者概念〉の活用の仕方を工夫する。
〈注〉
１）考える対象に「題材（＝内容）」も「文章表現（＝形式）」も含む。
２）倉沢栄吉『筆者想定法の理論と実践―読むことの学習指導の改革―』（共文社　
倉沢栄吉　青年国語研究会著　1972年）pp.151〜171には，「第一章　筆者想定法
による読むことの指導」があり，具体的な指導例を示している。
３）小田迪夫『説明文教材の授業改革論』（明治図書　1986年）pp.112〜118には
「３レトッリク認識の読み」「４書き手の視点と読み手の素地をつなぐ」がある。
４）植山俊宏「説明文における事実表現の読み―〈説得〉と〈納得〉を軸にして
―」（月刊国語教育研究№320　日本国語教育学会編）pp.31〜33「２〈説得〉と
〈納得〉の観点による事実の読み」に詳しい。
５）長崎伸仁，正木友則の論考には「説明的文章指導における筆者概念の整理と検
討―「筆者想定法」論に見られる筆者概念を中心に―」（創価大学教育学論集第
64号）などがある。
６）「チンチン電車の走るまち」は，論者による自作教材。「古くて新しい路面電
車」（中学校２年　教育出版）や「チンチン電車の走るまち」（横溝英一作福　音
館書店）等を参考に作成した。
７）評価者は教職経験年数25年以上の教員３名による（論者を含む）。
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大学国語教育学会編集　1986年）
小田迪夫『説明文教材の授業改革論』（明治図書　1986年）
森田信義『認識主体を育てる　説明的文章の指導』（溪水社　1984年）
倉沢栄吉『筆者想定法の理論と実践 ―読むことの学習指導の改革―』（共文社　倉
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※本研究は，兵庫教育大学言語表現学会の平成28年度「研究活動のための研究費
助成」による成果の一部である。
 （おおの　くにひこ・愛知県教育委員会東三河教育事務所）
